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ホタテガイ稚貝の分散時期
判定 の数量化 について

榊 昌文

は じ め に

陸奥湾におけるホタテガイ養殖で､稚貝の第 1回分散作業 (1段あたり100枚から20枚に分散)

の時期は､従来漁業者の経験､或いは養殖施設を数回海上に上げ､椎貝の大きさを確認しながら適

当と思われる時期に分散作業を行ってきている｡

しかし､前述の方法により作業を実施した場合､ホタテガイの生理 ･生態から考えると非常に好

ましくない工程であり､貝が空気中又は高水温に晒 されたり養殖施設の振動などにより､へい死や

異常が発生する危険性を伴っている｡

一般に､ホタテガイは過密養殖等により､貝個体間の接触､或は噛み合いなどで外套膜が損傷 し､

貝殻を正常に形成できなくなり､成長が抑制されたり異常貝の原因になることが知られている｡

従って､何 らかの方法で椎貝を海上に引き上げることなく､分散時期を客観的に判定出来ればそ

の効果は大きい｡

異常貝の発生と養殖篭内の収容密度の関係は､貝の占める面積が養殖篭 (パールネット)の底面

積の60%を境として大きく変化する (三戸 ･未発表)という知見がある｡一方､水産増殖セソタ-

で発行しているホタテガイ養殖管理情報による分散適期については､椎貝の大 きさ並びに夏期の水

温が下降 し始めた頃が分散の適期とされており､明確な数量化は現在のところされていない｡

本研究では､ホタテガイの生理 ･生態を考慮 し､より安定した養殖管理を行 うために､分散時期

判定の数量化を試みたので報告する｡

1. 材 料 と 方 法

昭和55年から昭和57年及び昭和60年の久粟坂実験

漁場 (図 1)における椎貝採取及び第 1回分散時の

測定結果を用い､各年における日間成長を算出する

とともに､日間成長と平均水温 (ホタテガイ養殖施

設の設置されている水深15m層の椎貝採取から分散

までの間の平均水温)との関係を解析 した｡

なお､水温の測定は､海況自動観測装置 (ブイロ

ボット)によった｡

2. 結 果 と 考 察

1) 海 況

稚貝採取後､分散までの水温の平年差の経過を
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を図2に示した｡

昭和55年は､低水温の年であり､夏期になっても水温が上昇せず 8月上旬から9月上旬まで平

年より2-4℃程度低めであった｡10月も低温に推移したが､その程度は 8-9月より少なかっ

た.昭和56年は､8月上旬から中旬頃まで高温で推移し､以降10月下旬まで平年より1℃前後低

めであった｡昭和57年は､全期間を通して平年値に近かかったが8-9月はやゝ低め10月後半は

やや高目であった.昭和鮒年は､8月中旬から9月中旬頃まで平年より2℃程度高い水温となり､

10月にはほぼ平年並みに近づいた｡
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注 :斜線は平年より低温

2)ホタテガイと葦殖寵の関係ホタテガイの大きさと養殖篭との面積比を表 1に示した｡養殖基

本型に基づき椎貝採靭時に100枚/パで収容した場合､貝の総面積が養殖篭の底面積の60%を越え

るのは殻長 24.8m であ り､この大 きさに達する以前に分散作業を終える必要があると考えら

れる｡分散時期の範囲としては､水温が20.0℃を下回った頃が有効と考えられ､このことについては

､佐藤 (1g75)のホタテガイの高水温による耐忍性試験により､20.0-22.0℃以上になる

と生残率が著 しく低下していること

から､適当な水温と考えられる｡表 1 ホタテガイの大きさと養



3) 成 長 と 水 温

各年における殻長及び全重量の測定結果を表 2に示した｡

表 2 各年における測定結果

年 度

項 目 55 56 57 60

椎貝採取時殻長 (初n) 8.4 9.4 13.9 6

.2第 1回分散時殻長 (孤 ) 22.5 26.7 23.0

24.9日 間.成 長 (p7n) 251.0 240.0 200.

0 198.0椎貝採取後分散までの平均水温 (℃) 19.5 20.

7 21.2 21.6注

:平均水温は15m層日間成長が最も大きかったのは､昭和55年の251.Op7n/日で､椎貝採取

から分散までの期間の平均水温 (久粟坂ブイ157n層)は19.5℃と平年より低めであった.また､

日間成長が最も小さかったのは､昭和60年の 198.Op7n/日で､同平均水温は21.6℃と高かった.

これらの現象は､水温の一定以上の上昇はホタテガイの鯉の紡毛運動を急速に増加させること､

或は繊毛運動が不整になることなど､生理的活力に影響を及はすという知見からも肯

定されることである｡日間成長と平均水温の関係を図3に示した｡

19 2

0 21 22 ℃平

均 水 温 (T)図-3

日間成長と平均水温の関係関係式は Wニー26.771T+77

8(r:0.934)上記の関係式を用いて分散までの日数を求めるには､次のような式が推定でき

る｡d- 24.8-SL
ー26.771T+778

d 日 数SL

:椎貝採取時殻長 (nLn)なお､実際のホタテガイ養殖現場において､分散時期を判定する

には数カ月後の水温を予測し日間成長を求め､上式に代入して判定する｡或は毎 日の目平均水温

により求められた日間成長を椎貝採取時殻長に随時加算し分散時を判定する手法も考えられる｡水温別の日間成長を表-4に



表 3 水温別における日間成長

℃ 日間成長 ℃ 日間成長 ℃ 日間成長 ℃

日間成長19.5 255.9P7n 20.1 P7n239.9 20.7 223.8P7n 2

1.3 P7n207.819.6 253.2 20.2 237.2 20

.8 221.2 21.4 205.119.7 250.6 20.3 2

34.5 20.9 218.5 21.5 202.419.8 247.9

20.4 231.9 21.0 215.8 21.6 199.719.9 245.3 20.5 229.2 21.1 213.1 22..7 19

7.120.0 242.6 20.6 226.5 21.2 210.5 22.8 194.4

3 要 約久粟坂実験漁場で

実施しているホタテガイ養殖実証試験における椎貝採取及び分散時の殻長 ･全重量並びに水温から､次の結果が得られた｡

1.分散適期は､水温が20.0℃を下回ったころから､ホタテガイの殻長が24･8mに達す

るまでと考えられる｡2.椎貝採取後､分散までの平均水温が低い程､

ホタテガイの日間成長は高い傾向にある｡3.椎貝の第 1回分散

適期は､次式により判定できるものと思われる｡d- 2
4.8-SL d:

分散までの日数 SL:椎貝採取時殻長一訪･771T+778 T :平均水温 (採取
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